学校教育現場との連携プロジェクト

（「授業を極める！学校教育現場とともに！」）実施要項
１　プロジェクトの目的

　学校教育現場との連携プロジェクト（「授業を極める！学校教育現場とともに！」）は，社会系教科教育学会が，学校教育現場の教員と社会科教育学の研究者が連携して，全国の各地域の研究会を幅広く支援し，社会系教科教育を活性化することを目的とする。

２　プロジェクトの内容
（１）連携先

　　教育委員会が主催する研究団体や民間の教育研究団体を除く，社会系教科教育の研究会とする。
（２）連携の要件
　　①　連携する研究会には，社会系教科教育学会の会員が複数存在すること。
　　②　連携する研究者は，社会系教科教育学会の会員であるとともに，大学等の研究機関に所属していること。
　　③　連携の期間は，最長２カ年とする。１カ年の指定期間は，5月1日から3月31日までとする。
（３）連携の条件

　　①　連携する研究会は，社会系教科教育学会研究大会で発表すること。
　　②　連携する研究会は，社会系教科教育学会の刊行物に投稿すること。

　　③　連携する研究会は，社会系教科教育学会の会員獲得に努めること。
（４）経費

　　社会系教科教育学会は，連携する研究会に共同研究経費（年間５万円）を支出する。

３　プロジェクトの申請と申請書の審査，指定

（１）プロジェクトの申請

　　①　連携を希望する研究会は，別に定める申請書（予算書を含む）を提出する。

　　②　申請書（予算書を含む）は，毎年3月31日までに，社会系教科教育学会事務局に提出する。
（２）プロジェクトの申請書の審査

　　次の３点で申請書の審査を行う。

　　①　学校教育現場における社会系教科教育の実践課題を研究対象としていること。

　　②　学校教育現場における社会系教科教育の実践課題の克服の方法が科学的で明確であること。

　　③　社会系教科教育の理論を示し，実践との融合が図れる研究内容であること。
（３）プロジェクトの指定

　　①　社会系教科教育学会幹事会において，申請書（予算書を含む）の審査を行い，毎年5月1日に指定を行う。
　　②　プロジェクトの指定は，毎年2件程度とする。

４　プロジェクトの報告

（１）社会系教科教育学会は，連携する研究会に別に定める研究報告書（会計報告を含む）の提出を求める。

（２）社会系教科教育学会幹事会において，研究報告書（会計報告を含む）の監査を行い，その結果を理事会並びに総会で報告する。
＊　本要項は，平成27年４月１日から施行する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成30年2月10日改定。

平成　　年度学校教育現場との連携プロジェクト
（「授業を極める！学校教育現場とともに！」）申請書

	研究代表者
	

	所　　　属
	

	職　　　名
	

	応募研究

課題名
	

	研究期間
	　平成　年度のみ　　　平成　　年度から　　年度　いずれかを〇で囲む。

	研究の意義・目的

	

	研究の成果として期待される知見

	

	研究方法・研究実施計画

	

	研究組織

	
	氏名
	所属・職名
	専門分野
	連絡先（℡・E-mail）

	研究代表者
	
	
	
	

	研究分担者
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	必要な研究経費

	費　目
	金額（円）
	内　容・精　算

	
	
	

	
	
	

	計
	100,000
	


平成　　年度学校教育現場との連携プロジェクト
（「授業を極める！学校教育現場とともに！」）研究報告書
	研究の目的・概要

	（１）研究の目的

（２）研究の概要

①

②

③



	研究成果の概要

	（１）

（２）

（３）



	会計報告

	費　目
	金額（円）
	内　容・精　算

	
	
	

	
	
	

	計
	100,000
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